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ガバナンスに関する日米比較（二・完）

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
日
米
比
較
（
二
・
完
）

小　
　

林　
　

良　
　

彰

岡　
　

田　
　

陽　
　

介

鷲　
　

田　
　

任　
　

邦

３　

米
国
の
選
挙
公
約
：
連
邦
上
院
選
挙
と
連
邦
下
院
選
挙

　

３
・
１　

公
約
と
発
言
の
一
致
度

　

公
約
と
議
会
に
お
け
る
発
言
は
、
米
国
で
は
ど
れ
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
述
の
分
析
に
お
い
て
は
、
全
項
目
の
合

１　

分
析
枠
組
み
：
国
会
活
動
お
よ
び
選
挙
公
約
と
の
乖
離

２　

日
本
の
選
挙
公
約
：
衆
議
院
と
参
議
院

　

２
・
１　

公
約
と
発
言
の
一
致
度

　

２
・
２　

公
約
と
投
票
の
一
致
度

　

２
・
３　

一
致
度
の
規
定
要
因

　

２
・
４　

日
本
に
お
け
る
公
約
と
国
会
活
動
の
一
致

（
以
上
、
八
十
六
巻
六
号
）

３　

米
国
の
選
挙
公
約
：
連
邦
上
院
選
挙
と
連
邦
下
院
選
挙

　

３
・
１　

公
約
と
発
言
の
一
致
度

　

３
・
２　

公
約
と
投
票
の
一
致
度

　

３
・
３　

一
致
度
の
規
定
要
因

　

３
・
４　

米
国
に
お
け
る
公
約
と
国
会
活
動
の
一
致

（
以
上
、
本
号
）
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計
、
予
算
項
目
の
合
計
、
賛
否
項
目
の
合
計
と
い
う
三
種
類
の
従
属
変
数
を
用
い
て
分
析
を
行
う
。
そ
こ
で
、
以
下
の
図
10
で
、
こ

れ
ら
三
変
数
に
つ
い
て
、
一
致
度
数
に
応
じ
た
全
体
と
政
党
別
の
内
訳
の
分
布
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
変
数
の
合
計
の
分
布
で

顕
著
な
点
は
、
一
致
度
が
０
の
議
員
が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
特
に
下
院
の
予
算
・
賛
否
両
項
目
、
上
院
の
賛
否
項
目
に
お
い
て
０
が

多
い
。
両
院
と
も
に
、
わ
ず
か
に
民
主
党
議
員
の
方
が
公
約
・
発
言
一
致
度
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
特
に
上
院
の
違
い
が
相
対
的
に

大
き
い
。

　

図
11
は
、
政
策
項
目
別
に
一
致
度
平
均
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
致
度
は
、
作
成
手
続
き
上
、
公
約
言
及
率
の
高
い
項
目
の

値
が
高
く
な
る
。
下
院
の
予
算
項
目
に
お
い
て
は
、
公
約
で
も
言
及
が
多
か
っ
た
社
会
関
連
三
項
目
（
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
教

育
・
労
働
）、
運
輸
・
通
信
費
、
司
法
・
警
察
費
な
ど
の
一
致
度
が
高
く
、
賛
否
項
目
に
お
い
て
は
財
政
健
全
化
と
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
一
致
度
が
高
い
。
政
党
別
に
み
れ
ば
、
予
算
項
目
に
お
い
て
は
社
会
関
連
費
や
運
輸
・
通
信
費
に
つ
い
て
の
民
主
党
の

一
致
度
が
高
く
、
賛
否
項
目
に
お
い
て
は
財
政
健
全
化
と
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
の
民
主
党
の
一
致
度
が
高
い
。
財
政
健

全
化
に
つ
い
て
は
、
両
党
議
員
が
積
極
的
に
言
及
し
て
い
た
も
の
の
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
財
政
拡
大
路
線
の
な
か
で
、
共
和
党
議
員

が
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
の
発
言
を
ト
ー
ン
・
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
共
和
党
下
院
議
員
候
補
の
公
約
言
及
率
が
最
も
高

か
っ
た
減
税
に
つ
い
て
の
一
致
度
は
、
他
の
項
目
に
比
し
て
と
り
わ
け
高
く
は
な
い
が
、
共
和
党
の
一
致
度
の
方
が
高
い
。

　

ま
た
、
両
院
間
の
差
は
顕
著
で
あ
り
、
下
院
よ
り
も
上
院
の
一
致
度
の
方
が
高
い
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
下
院
と
異
な
り
、
上
院

で
は
基
本
的
に
発
言
時
間
が
制
約
さ
れ
な
い
と
い
う
制
度
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
上
院
選
の
選
挙
区
が
州
で
あ
る
た
め
、
全
州
的
な

支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
幅
広
い
公
約
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
上
院
の
一
致
度
が
相
対
的
に
高
い
背
景
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
一
致
度
の
作
成
手
続
き
上
、
公
約
言
及
数
が
多
け
れ
ば
一
致
度
は
高
く
な
る
）。

　

政
策
項
目
別
に
み
る
と
、
特
に
社
会
関
連
三
項
目
に
お
け
る
一
致
度
の
高
さ
が
顕
著
で
あ
り
、
中
で
も
民
主
党
議
員
の
一
致
度
が

高
い
と
い
う
点
が
、
下
院
と
共
通
し
て
い
る
。
国
土
環
境
費
や
司
法
・
警
察
費
に
お
い
て
も
一
致
度
が
高
く
、
民
主
党
議
員
の
一
致
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図 10　公約・発言一致度の分布
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図 11　公約・発言一致度の平均：各院政党別
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度
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
点
で
も
下
院
と
類
似
し
て
い
る
が
、
下
院
よ
り
も
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
防
衛
費
の
一
致
度
が
高

い
と
い
う
点
で
は
、
下
院
と
異
な
っ
て
お
り
、
両
党
と
も
に
同
程
度
の
一
致
度
で
あ
る
。
賛
否
項
目
に
お
い
て
は
、
下
院
と
同
様
に

財
政
健
全
化
と
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
の
一
致
度
が
高
い
。
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
民
主
党
議
員
が
一
貫
し

て
い
る
の
は
下
院
と
共
通
し
て
い
る
が
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
両
党
に
大
き
な
差
は
な
く
、
下
院
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

３
・
２　

公
約
と
投
票
の
一
致
度

　

次
に
、
公
約
と
投
票
の
一
致
度
に
つ
い
て
、
全
項
目
合
計
、
予
算
項
目
合
計
、
賛
否
項
目
合
計
を
み
て
み
た
い
（
図
12
）。
公
約
・

発
言
一
致
度
の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
や
は
り
一
致
度
０
の
議
員
が
占
め
る
割
合
が
多
い
。
下
院
で
は
相
対
的
に
民
主
党
の
一
致

度
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
上
院
で
は
民
主
党
の
一
致
度
が
高
い
と
い
う
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
賛
否
項
目
関
連
の

法
案
が
少
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
の
一
致
度
の
分
散
が
予
算
項
目
よ
り
も
相
対
的
に
小
さ
い
。

　

先
程
と
同
様
に
、
政
策
項
目
別
に
一
致
度
の
平
均
値
を
示
し
た
も
の
が
、
図
13
で
あ
る
。
発
言
の
場
合
よ
り
も
一
致
度
が
全
体
的

に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
機
会
が
非
対
称
に
与
え
ら
れ
る
発
言
と
違
っ
て
、
投
票
の
場
合
に
は
各
議
員
に
基
本
的
に
平
等
な
態
度

表
明
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
下
院
よ
り
も
上
院
の
一
致
度
の
方
が
高
い
の
は
、
発
言
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
下
院
の
予
算
項
目
か
ら
み
る
と
、
発
言
と
同
様
、
社
会
関
連
三
項
目
に
つ
い
て
の
民
主
党
議
員
の
一
貫
性
が
顕
著
で
あ
る
。

住
宅
・
中
小
企
業
費
や
国
土
環
境
費
、
司
法
・
警
察
費
に
つ
い
て
も
、
民
主
党
の
一
致
度
が
わ
ず
か
に
高
い
も
の
の
、
社
会
関
連
三

項
目
ほ
ど
で
は
な
い
。
防
衛
費
に
つ
い
て
は
、
公
約
に
お
け
る
言
及
率
の
相
対
的
な
高
さ
を
反
映
し
て
か
、
共
和
党
の
一
致
度
の
方

が
高
い
。
下
院
の
賛
否
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全
化
で
は
両
党
で
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、
減
税
に
つ
い
て
は
相
対
的

に
共
和
党
議
員
の
一
致
度
の
方
が
高
い
。
一
方
、
健
康
保
険
導
入
や
選
挙
改
革
に
つ
い
て
は
、
民
主
党
議
員
の
一
致
度
の
方
が
高
い
。

予
算
項
目
よ
り
も
賛
否
項
目
の
一
致
度
が
全
体
的
に
低
い
の
は
、
賛
否
項
目
に
関
連
す
る
法
案
自
体
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
例
え
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図 12　公約・投票一致度の分布

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
20

21
–
40

41
–
60

61
–
80

81
–
100

101
–
120

121
–
140

141
–
160

161
–
180

共和党

全項目：下院

民主党

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
20

21
–
40

41
–
60

61
–
80

81
–
100

101
–
120

121
–
140

141
–
160

161
–
180

共和党

全項目：上院

民主党

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
20

21
–
40

41
–
60

61
–
80

81
–
100

101
–
120

121
–
140

141
–
160

161
–
180

共和党

予算項目：上院

民主党

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
5

6
–
10

11
–
15

16
–
20

21
–
25

26
–
30

共和党

賛否項目：上院

民主党

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
20

21
–
40

41
–
60

61
–
80

81
–
100

101
–
120

121
–
140

141
–
160

161
–
180

共和党

予算項目：下院

民主党

0

（%）100

全体

80

60

40

20

0
1
–
5

6
–
10

11
–
15

16
–
20

21
–
25

26
–
30

31
–
35

36
–
40

共和党

賛否項目：下院

民主党



7

ガバナンスに関する日米比較（二・完）

図 13　公約・投票一致度の平均：各院政党別
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ば
、
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
減
税
や
財
政
健
全
化
な
ど
の
立
場
を
問
う
法
案
数
は
少
な
く
、
ま
た
、
争
点
項
目
で
あ
る
銃
規
制

や
妊
娠
中
絶
、
移
民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
態
度
を
問
う
法
案
は
、
分
析
対
象
の
会
期
中
に
採
決
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

上
院
に
つ
い
て
み
る
と
、
予
算
項
目
で
は
社
会
関
連
三
項
目
や
防
衛
費
に
お
け
る
一
致
度
の
高
さ
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
運

輸
・
通
信
費
、
地
方
自
治
費
、
国
土
環
境
費
、
司
法
・
警
察
費
に
つ
い
て
の
一
致
度
も
高
い
。
賛
否
項
目
で
は
、
財
政
健
全
化
の
一

致
度
が
突
出
し
て
い
る
。
下
院
と
異
な
り
、
社
会
関
連
三
項
目
で
民
主
党
の
一
致
度
が
相
対
的
に
高
い
の
は
、
教
育
・
労
働
費
だ
け

で
あ
り
、
上
院
で
は
共
和
党
議
員
も
一
貫
し
た
投
票
行
動
を
行
っ
て
い
る
。
共
和
党
の
上
院
議
員
候
補
は
、
民
主
党
候
補
よ
り
も
積

極
的
に
財
政
健
全
化
を
支
持
す
る
立
場
を
明
示
す
る
公
約
を
掲
げ
て
お
り
、
投
票
に
お
い
て
も
一
貫
し
た
態
度
を
と
る
傾
向
に
あ
る

が
、
同
じ
く
言
及
の
多
か
っ
た
減
税
に
つ
い
て
は
、
法
案
数
が
少
な
い
た
め
一
致
度
は
高
く
な
い
。
上
院
で
は
財
政
健
全
化
に
関
す

る
法
案
数
は
一
定
程
度
あ
っ
た
も
の
の
、
減
税
関
連
の
法
案
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
下
院
と
同
様
、
妊
娠
中
絶
や
銃
規
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
採
決
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
公
約
と
議
会
に
お
け
る
行
動
の
一
貫
性
の
程
度
と
分
布
を
み
て
き
た
が
、
行
動
の
一
貫
性
は
何
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

３
・
３　

一
致
度
の
規
定
要
因

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ウ
ン
ト
変
数
で
あ
る
一
致
度
を
従
属
変
数
と
し
て
、
負
二
項
回
帰
分
析
を
行
う）（（
（

。
一
致
度
と
し
て
、
各

議
員
に
つ
い
て
の
全
項
目
合
計
、
予
算
項
目
合
計
、
賛
否
項
目
合
計
と
い
う
三
変
数
を
検
討
す
る
。
主
要
な
説
明
変
数
は
、
議
員
の

所
属
政
党
、
当
選
時
の
キ
ャ
リ
ア
、
前
回
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
、
会
期
後
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
な
ど
で
あ
る
。
当
選
時
の
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
は
、
新
人
か
ど
う
か
と
い
う
ダ
ミ
ー
変
数
と
、
当
選
回
数
を
検
討
す
る
。
当
選
回
数
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
選
挙
に
強

く
な
り
、
公
約
に
縛
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
係
数
の
符
号
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
同
様
に
、
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選
挙
に
強
い
議
員
ほ
ど
公
約
に
制
約
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
前
回
得
票
率
の
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

過
去
の
キ
ャ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
の
配
慮
も
、
公
約
と
議
会
行
動
の
一
貫
性
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る）（（
（

。
次
回
選
挙
で
再
出
馬
を
考
え
て
い
る
議
員
は
、
公
約
で
提
示
し
た
方
針
に
沿
っ
た
発
言
や
投
票
行
動
を
行
う
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
議
員
は
、
有
権
者
が
監
視
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
議
会
選
や
予
備
選
挙
で
の
潜
在
的
な
対
立
候

補
に
批
判
の
余
地
を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
公
約
と
一
貫
し
た
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
分
析
に
お
い
て
は
、
次
回
選
挙
で

同
一
選
挙
区
か
ら
同
一
ポ
ス
ト
を
巡
る
選
挙
へ
の
再
出
馬
を
試
み
た
議
員
（
次
回
の
予
備
選
挙
で
敗
れ
た
議
員
も
含
め
て
）
を
１
と
す

る
ダ
ミ
ー
変
数
を
用
い
、
係
数
が
有
意
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

　

さ
ら
に
、
米
国
で
は
、
下
院
議
員
が
上
院
選
や
知
事
選
に
出
馬
す
る
事
例
や
、
上
院
議
員
が
知
事
選
や
大
統
領
選
に
出
馬
す
る
事

例
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
に
お
け
る
ポ
ス
ト
の
序
列
が
比
較
的
明
確
で
あ
る）（（
（

。
そ
こ
で
、
同
一
選
挙
区
か
ら
再

出
馬
を
試
み
た
議
員
だ
け
で
な
く
、
序
列
が
上
位
の
ポ
ス
ト
を
巡
る
選
挙
戦
に
立
候
補
意
向
を
示
し
た
議
員
を
区
別
す
る
た
め
、
ど

ち
ら
に
も
出
馬
せ
ず
に
引
退
し
た
議
員
を
１
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
加
え
た
。

　

上
位
ポ
ス
ト
を
巡
る
選
挙
戦
に
出
馬
す
る
意
向
を
持
つ
議
員
が
、
同
一
選
挙
区
か
ら
出
馬
す
る
議
員
よ
り
も
公
約
を
遵
守
す
る
傾

向
が
あ
れ
ば
、
同
一
選
挙
区
再
出
馬
ダ
ミ
ー
と
引
退
議
員
ダ
ミ
ー
の
係
数
が
有
意
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
上
位
ポ
ス

ト
を
狙
う
議
員
が
、
同
一
選
挙
区
再
選
を
狙
う
議
員
と
同
程
度
に
公
約
を
遵
守
す
る
傾
向
が
あ
れ
ば
、
引
退
議
員
ダ
ミ
ー
の
み
が
有

意
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
公
約
遵
守
が
一
般
的
な
再
出
馬
で
は
な
く
、
同
一
制
度
内
・
同
一
地
理
範
囲
内
に

よ
っ
て
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
上
位
ポ
ス
ト
を
狙
う
議
員
や
引
退
議
員
で
は
な
く
、
同
一
選
挙
区
再
出
馬
ダ

ミ
ー
の
み
が
有
意
に
プ
ラ
ス
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
米
国
の
場
合
、
将
来
キ
ャ
リ
ア
変
数
を
加
え
て
も
サ
ン
プ
ル
に
変
化
は
な
い

の
で
、
分
析
結
果
は
同
一
の
表
に
併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
と
し
て
は
、
性
別
、
年
齢
、
教
育
水
準
、
経
歴
と
い
っ
た
属
性
に
加
え）（（
（

、
公
約
に
お
け
る
政
策
項
目
言
及
数



10

法学研究 86 巻 8 号（2013：8）

を
用
い
る
。
公
約
に
お
け
る
項
目
言
及
数
を
加
え
る
理
由
は
、
一
致
度
の
作
成
手
続
き
上
、
公
約
で
言
及
す
る
項
目
数
が
多
い
ほ
ど
、

一
致
度
が
高
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
発
言
の
機
会
は
投
票
と
異
な
り
非
対
称
で
あ
る
た
め
、
公
約
と
発
言
の
一
致

度
を
検
討
す
る
際
に
は
、
さ
ら
に
各
議
員
の
発
言
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る）（（
（

。

　

ま
ず
、
公
約
と
発
言
の
一
致
度
の
規
定
要
因
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
表
13
は
、
下
院
に
お
け
る
公
約
と
発
言
の
全
項
目
合
計

一
致
度
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
示
し
て
い
る
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
項
目
の
公
約
・
発
言
一
致
度
は
、
公
約
内
言
及
項

目
数
と
発
言
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
場
合
、
概
ね
所
属
政
党
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
過
去
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

は
一
致
度
を
左
右
し
て
い
な
い
。
共
和
党
議
員
の
一
致
度
の
方
が
低
い
の
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
社
会
関
連
予
算
や
財
政
健
全
化
、

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
に
お
い
て
一
致
度
が
低
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
所
属
政
党
の
効
果
は
大
き
い
わ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
モ
デ
ル
Ⅱ
に
よ
る
と
、
共
和
党
議
員
で
あ
れ
ば
一
致
度
は
〇
・
六
六
低
い
と
推
計
さ
れ
る
。

　

予
算
項
目
に
限
っ
た
分
析
結
果
（
表
14
）
を
み
る
と
、
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
わ
ず
か
に
低
い
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
（
モ
デ

ル
Ⅱ
の
推
計
効
果
は
〇
・
六
四
）、
次
回
選
挙
で
同
一
選
挙
区
か
ら
出
馬
す
る
議
員
は
、
一
致
度
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
点
で
異

な
っ
て
い
る）（（
（

。
モ
デ
ル
Ⅳ
に
よ
る
と
、
そ
う
し
た
議
員
は
再
出
馬
し
な
い
議
員
よ
り
も
一
致
度
が
二
・
六
七
高
い
と
推
計
さ
れ
、
一

定
程
度
の
効
果
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
Ⅵ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
次
回
引
退
変
数
は
マ
イ
ナ
ス
と
は

な
っ
て
い
な
い
（
有
意
で
は
な
い
が
プ
ラ
ス
）。
こ
の
結
果
は
、
上
位
ポ
ス
ト
を
狙
う
議
員
は
、
同
一
選
挙
区
か
ら
の
再
出
馬
を
考
え

る
議
員
よ
り
も
一
致
度
が
低
く
、
引
退
議
員
と
同
程
度
の
遵
守
傾
向
に
留
ま
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の
点
はSulkin

（2011

）
が
検
討
し
た
立
法
活
動
の
場
合
の
分
析
結
果
と
異
な
っ
て
い
る
（
上
位
ポ
ス
ト
を
ポ
ス
ト
ご
と
に
分
け
て
検
討
し
て
も
同
様
の

結
果
で
あ
っ
た
）。

　

政
策
項
目
別
に
補
足
的
検
討
を
行
っ
た
場
合）（（
（

、
特
に
再
出
馬
の
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
三
項
目

の
合
計
（
道
路
建
設
等
を
含
む
運
輸
・
通
信
費
、
都
市
開
発
等
を
含
む
住
宅
・
中
小
企
業
費
、
国
土
環
境
費
）
で
あ
り
、
再
出
馬
を
狙
う
議
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表 13　公約と発言一致度の規定要因（全項目：下院）

性別（女性） －0.112  0.002  0.030  －0.097  0.008  0.009  0.038 
年齢 －0.012  －0.011  －0.008  －0.012  －0.012  －0.013  －0.009 
教育水準 －0.012  －0.036  －0.027  －0.012  －0.035  －0.033  －0.018 
当選回数 0.009  0.002  －0.011  0.013  0.005  0.004  －0.011 
新人 －0.066  －0.060  －0.155  －0.076  －0.068  －0.082  －0.168 
前回得票率 0.735  0.612  0.602  0.702  0.587  0.599  0.623 
経歴：議員秘書     0.030        0.017 
経歴：長官職     1.322        1.315 
経歴：国家公務員     0.101        0.090 
経歴：地方首長     －0.319        －0.314 
経歴：地方公務員     0.060        0.058 
経歴：地方議員     －0.145        －0.157 
経歴：政党役員     －0.256        －0.257 
経歴：労組役員     0.286        0.263 
経歴：宗教団体役員     －0.034        －0.061 
経歴：専門・技術職     －0.111        －0.119 
経歴：会社員     0.330 †       0.341 †
共和党   －0.419 * －0.602 ***   －0.400 * －0.410 * －0.598 ***
公約内言及項目数 0.139 *** 0.135 *** 0.135 *** 0.140 *** 0.136 *** 0.136 *** 0.136 ***
発言数 0.011 *** 0.010 *** 0.010 *** 0.011 *** 0.010 *** 0.010 *** 0.010 ***
次回出馬       0.439  0.329  0.556  0.549 
次回引退           0.549  0.599 
定数項 －0.530  －0.095  －0.329  －0.931  －0.416  －0.583  －0.857 
α 1.747 *** 1.685 *** 1.583 *** 1.733 *** 1.677 *** 1.671 *** 1.569 ***
LRχ2 86.2 *** 92.3 *** 104.9 *** 87.7 *** 93.2 *** 93.8 *** 106.4 ***
Cox-Snell R2 0.234  0.249  0.277  0.238  0.251  0.252  0.281 
Nagelkerke R2 0.237  0.251  0.280  0.240  0.253  0.255  0.283 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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表 14　公約と発言一致度の規定要因（予算項目：下院）

性別（女性） －0.125  0.008  0.048  －0.086  0.033  0.036  0.069 
年齢 －0.005  －0.005  －0.005  －0.005  －0.005  －0.006  －0.006 
教育水準 －0.033  －0.062  －0.133  －0.049  －0.075  －0.071  －0.133 
当選回数 0.025  0.017  －0.001  0.029  0.021  0.018  －0.003 
新人 0.109  0.096  0.056  0.077  0.071  0.054  0.015 
前回得票率 －0.227  －0.254  －0.162  －0.253  －0.287  －0.242  －0.076 
経歴：議員秘書     －0.031        －0.046 
経歴：長官職     1.930 †       1.888 
経歴：国家公務員     －0.022        －0.021 
経歴：地方首長     －0.803        －0.710 
経歴：地方公務員     0.006        －0.032 
経歴：地方議員     －0.344        －0.343 
経歴：政党役員     0.101        0.081 
経歴：労組役員     －0.026        －0.050 
経歴：宗教団体役員     －0.233        －0.308 
経歴：専門・技術職     0.037        0.025 
経歴：会社員     0.222        0.212 
共和党   －0.429 † －0.637 *   －0.389  －0.408 † －0.628 *
公約内言及項目数 0.134 *** 0.133 *** 0.131 *** 0.134 *** 0.133 *** 0.133 *** 0.131 ***
発言数 0.010 ** 0.008 ** 0.008 ** 0.009 ** 0.008 ** 0.008 ** 0.008 **
次回出馬       1.067 * 0.982 † 1.270 † 1.197 †
次回引退           0.645  1.003 
定数項 －0.596  －0.142  0.523  －1.513  －1.010  －1.291  －0.602 
α 3.663 *** 3.580 *** 3.385 *** 3.577 *** 3.507 *** 3.497 *** 3.315 ***
LRχ2 30.9 *** 33.9 *** 42.7 ** 34.6 *** 37.0 *** 37.4 *** 45.4 **
Cox-Snell R2 0.091  0.100  0.124  0.101  0.108  0.109  0.131 
Nagelkerke R2 0.095  0.103  0.128  0.105  0.112  0.113  0.136 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII
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員
は
、
ポ
ー
ク
バ
レ
ル
に
関
し
て
選
挙
区
の
個
別
利
益
を
追
求
す
る
よ
う
で
あ
る
（
モ
デ
ル
Ⅴ
に
基
づ
く
推
計
効
果
は
四
・
〇
七
）。

一
致
度
が
高
か
っ
た
社
会
関
連
三
項
目
の
合
計
に
つ
い
て
検
討
し
た
場
合
、
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
低
い
と
い
う
以
外
、
特
筆
す

べ
き
結
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

賛
否
項
目
に
限
っ
た
分
析
結
果
（
表
15
）
を
み
る
と
、
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
有
意
に
低
い
だ
け
で
な
く
、
前
回
得
票
率
が
高

い
議
員
ほ
ど
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
モ
デ
ル
Ⅱ
に
よ
る
と
、
前
回
選
挙
の
得
票
率
が
一
％
高
い
議
員
は
、
一
致
度
が

〇
・
〇
五
高
い
と
推
計
さ
れ
る
。
効
果
は
小
さ
い
も
の
の
、
こ
の
結
果
は
、
脆
弱
性
の
低
い
議
員
ほ
ど
自
律
的
な
発
言
が
で
き
る
と

い
う
仮
説
の
妥
当
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
得
票
率
が
高
い
ほ
ど
、
公
約
内
容
に
自
信
を
持
っ
て
一
貫
し
た
発
言
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
っ
た
、
別
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
は
た
ら
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
予
算
項
目
と
異
な
り
、
将
来
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
変
数

は
有
意
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
選
挙
に
脆
弱
な
議
員
ほ
ど
公
約
に
縛
ら
れ
る
と
い
う
仮
説
が
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
賛
否
項
目
に
お
い
て
は
、
年
齢
の
係
数
も
有
意
で
あ
り
、
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
、
一
致
度
が
下
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
る

（
モ
デ
ル
Ⅱ
に
よ
る
と
、
一
歳
年
齢
が
上
が
れ
ば
、
〇
・
九
八
一
致
度
が
下
が
る
）。

　

賛
否
項
目
に
つ
い
て
、
特
に
一
致
度
が
高
く
、
両
党
の
乖
離
が
大
き
い
財
政
健
全
化
に
限
っ
て
検
討
し
た
場
合
（
モ
デ
ル
Ⅴ
）、

共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
低
い
傾
向
（
推
計
効
果
は
〇
・
二
一
）
に
加
え
て
、
次
回
再
出
馬
議
員
の
一
致
度
が
低
い
傾
向
が
確
認
で

き
た
。
推
計
効
果
は
〇
・
一
八
と
低
い
も
の
の
、
次
回
再
出
馬
を
狙
う
議
員
は
、
財
政
健
全
化
と
い
う
公
約
か
ら
離
反
し
、
場
当
た

り
的
に
有
権
者
受
け
の
よ
い
拡
大
路
線
に
転
じ
易
い
と
い
え
る
。

　

同
様
に
、
公
約
で
の
言
及
率
が
高
か
っ
た
減
税
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
共
和
党
議
員
、
高
得
票
率
当
選
者
、
新
人
、
当
選
回
数

の
高
い
議
員
の
間
に
、
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
確
認
で
き
た
。
逆
に
い
え
ば
、
減
税
を
掲
げ
な
が
ら
も
積
極
的
に
減
税
を
支
持
す
る

発
言
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
、
民
主
党
議
員
や
、
得
票
率
が
低
い
議
員
、
中
堅
議
員
で
あ
っ
た
。
民
主
党
議
員
の
一
致
行
動
は
民
主

党
議
員
一
四
四
名
中
一
名
が
一
度
だ
け
で
あ
り
、
一
致
発
言
は
ほ
ぼ
全
て
共
和
党
議
員
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
民
主
党
議
員
の
中
で
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表 15　公約と発言一致度の規定要因（賛否項目：下院）

性別（女性） 0.076  －0.014  0.004  0.085  －0.007  －0.008  0.021 
年齢 －0.022 † －0.021 † －0.026 † －0.022 † －0.021 † －0.023 † －0.027 *
教育水準 0.205  0.154  0.341  0.203  0.148  0.156  0.332 
当選回数 －0.015  －0.019  －0.023  －0.019  －0.025  －0.028  －0.030 
新人 －0.314  －0.308  －0.392  －0.316  －0.308  －0.332  －0.411 
前回得票率 1.871 * 1.670 † 1.692 † 1.902 * 1.710 † 1.720 † 1.727 †
経歴：議員秘書     0.201        0.193 
経歴：長官職     －0.956        －0.940 
経歴：国家公務員     0.367        0.388 
経歴：地方首長     0.390        0.367 
経歴：地方公務員     0.242        0.265 
経歴：地方議員     0.321        0.307 
経歴：政党役員     －0.467        －0.443 
経歴：労組役員     0.570 †       0.532 †
経歴：宗教団体役員     0.253        0.281 
経歴：専門・技術職     －0.296        －0.268 
経歴：会社員     0.615 *       0.617 *
共和党   －0.392 † －0.554 *   －0.423 * －0.434 * －0.570 **
公約内言及項目数 0.154 *** 0.149 *** 0.153 *** 0.153 *** 0.147 *** 0.147 *** 0.151 ***
発言数 0.012 *** 0.012 *** 0.012 *** 0.012 *** 0.012 *** 0.012 *** 0.012 ***
次回出馬       －0.234  －0.368  －0.046  －0.079 
次回引退           0.785  0.490 
定数項 －3.208 * －2.607  －4.223 * －2.994 † －2.219  －2.479  －4.003 *
α 2.361 *** 2.293 *** 1.942 *** 2.357 *** 2.281 *** 2.264 *** 1.922 ***
LRχ2 85.5 *** 88.8 *** 111.0 *** 85.8 *** 89.6 *** 90.5 *** 111.8 ***
Cox-Snell R2 0.233  0.240  0.291  0.233  0.242  0.244  0.293 
Nagelkerke R2 0.243  0.252  0.304  0.244  0.254  0.256  0.306 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII
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も
富
裕
層
が
多
い
地
域
に
お
け
る
候
補
者
は
減
税
を
掲
げ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
う
し
た
議
員
は
減
税
を
強
く
支
持
し
て
い
た
と
い

う
よ
り
も
、
共
和
党
候
補
へ
の
対
抗
策
と
し
て
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
発
言
に
対
す
る
消
極
性
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。
共
和

党
議
員
に
限
っ
た
分
析
に
基
づ
く
、
減
税
一
貫
性
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
推
計
効
果
は
、
新
人
議
員
は
四
・
七
三
、
当
選
回
数
は
一
期

ご
と
に
一
・
一
七
、
得
票
率
は
一
％
ご
と
に
二
・
三
四
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
上
院
に
お
け
る
公
約
・
発
言
一
致
度
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
全
項
目
合
計
の
分
析
結
果
（
表

16
）
か
ら
み
る
と
、
共
和
党
議
員
の
一
貫
性
が
低
い
点
で
は
下
院
と
共
通
し
て
い
る
が
（
モ
デ
ル
Ⅱ
に
よ
る
と
共
和
党
議
員
は
〇
・
五

六
低
い
と
推
計
さ
れ
る
）、
一
貫
し
て
新
人
ダ
ミ
ー
と
当
選
回
数
が
有
意
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る）（（
（

。
モ
デ
ル
Ⅱ

に
よ
る
推
計
で
は
、
新
人
議
員
は
三
・
一
四
と
一
致
度
が
高
い
。
キ
ャ
リ
ア
の
浅
い
新
人
議
員
の
方
が
、
一
致
度
は
高
い
と
い
う
仮

説
が
、
上
院
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
下
院
議
員
よ
り
も
上
院
議
員
の
発
言
の
方
が
着
目
さ
れ
る
な
か
で
、
特
に
新
人

議
員
は
公
約
と
の
一
貫
性
に
配
慮
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
次
回
選
挙
に
お
け
る
再
出
馬
は
、
新
人
ダ
ミ
ー
を
モ
デ
ル
か
ら
除
外

し
て
も
有
意
に
は
な
ら
な
い
。
当
選
回
数
も
有
意
で
は
あ
る
が
、
ゼ
ロ
強
調
負
二
項
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
政
党
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
場
合
、
当
選
回
数
は
有
意
で
は
な
く
な
り
、
当
選
回
数
が
多
い
ほ
ど
、
一
致
度
が
高
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
モ
デ
ル
Ⅲ
で
み
る
よ
う
に
、
連
邦
議
会
議
員
経
験
が
あ
る
と
、
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
あ
り
（
推
計
で
は
三
・
六
四
）、
当
選
回

数
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
で
の
洗
礼
を
受
け
た
議
員
は
、
非
議
員
の
任
命
閣
僚
か
ら
上
院
議
員
に
な
っ
た
議
員
よ
り
も
一
致
度
が
高

い
傾
向
が
わ
か
る
。
ま
た
、
議
員
秘
書
経
験
者
や
地
方
公
務
員
、
政
党
役
員
等
は
、
一
致
度
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
七
割
以

上
を
占
め
る
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
よ
り
も
当
該
経
歴
の
該
当
者
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
推
計
効
果
は
い
ず
れ
も
一
以
下
で
あ
っ

た
。

　

次
に
、
予
算
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
17
）
を
み
る
と
、
政
党
が
有
意
で
は
な
い
一
方
、
新
人
ダ
ミ
ー
の
有
意
な
係
数
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
全
項
目
合
計
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
と
同
様
、
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
の
一
致
度
が
高
い
傾
向
も
確
認
で
き



16

法学研究 86 巻 8 号（2013：8）

表 16　公約と発言一致度の規定要因（全項目：上院）

性別（女性） 0.159  0.010  0.246  0.112  －0.049  －0.050  0.278 
年齢 0.004  0.012  0.004  0.003  0.011  0.011  0.006 
教育水準 0.041  －0.001  0.221  0.031  －0.012  －0.012  0.197 
当選回数 0.343 ** 0.238 † 0.289 * 0.344 ** 0.235 † 0.235 † 0.289 *
新人 1.101 * 1.145 * 1.670 ** 1.152 * 1.188 ** 1.188 * 1.731 **
前回得票率 1.091  1.628  1.416  1.317  1.847  1.849  1.663 
経歴：連邦議会議員     1.291 ***       1.357 ***
経歴：議員秘書     －0.945 †       －0.928 
経歴：長官職     0.701        0.659 
経歴：国家公務員     0.000        －0.093 
経歴：地方首長     0.106        0.210 
経歴：地方公務員     －0.475        －0.481 
経歴：地方議員     －0.237        －0.194 
経歴：政党役員     －1.871 †       －2.521 †
経歴：労組役員     0.205        0.077 
経歴：宗教団体役員     －0.795        －0.594 
経歴：専門・技術職     0.148        0.149 
経歴：会社員     0.012        －0.123 
共和党   －0.586 † －0.738 *   －0.605 † －0.605 † －0.724 *
公約内言及項目数 0.154 *** 0.130 *** 0.148 *** 0.155 *** 0.129 *** 0.129 *** 0.146 ***
発言数 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001 
次回出馬       0.238  0.282  0.288  －0.660 
次回引退           0.008  －0.887 
定数項 －2.081  －1.925  －3.779  －2.313  －2.191  －2.195  －3.234 
α 1.380 *** 1.305 *** 1.010 *** 1.374 *** 1.295 *** 1.295 *** 0.984 ***
LRχ2 26.9 *** 29.6 *** 49.7 *** 27.3 ** 30.3 *** 30.3 ** 50.9 ***
Cox-Snell R2 0.274  0.297  0.447  0.277  0.302  0.302  0.454 
Nagelkerke R2 0.275  0.298  0.448  0.278  0.303  0.303  0.456 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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表 17　公約と発言一致度の規定要因（予算項目：上院）

性別（女性） 0.339  0.209  0.482  0.275  0.117  0.156  0.645 
年齢 0.006  0.011  0.000  0.003  0.008  0.009  0.004 
教育水準 0.116  0.098  0.325  0.111  0.092  0.112  0.313 
当選回数 0.376 * 0.272 † 0.413 * 0.379 * 0.262  0.263  0.413 *
新人 1.227 * 1.195 * 1.519 * 1.358 * 1.317 * 1.294 * 1.676 *
前回得票率 1.187  1.800  0.410  1.577  2.272  2.142  0.803 
経歴：連邦議会議員     0.976 *       1.104 *
経歴：議員秘書     －1.939 **       －2.002 **
経歴：長官職     1.511        1.367 
経歴：国家公務員     0.014        －0.144 
経歴：地方首長     －0.103        0.149 
経歴：地方公務員     －0.728 †       －0.733 †
経歴：地方議員     －0.018        0.057 
経歴：政党役員     －1.611        －2.653 †
経歴：労組役員     0.535        0.366 
経歴：宗教団体役員     －2.287 *       －1.850 
経歴：専門・技術職     0.185        0.252 
経歴：会社員     0.170        －0.108 
共和党   －0.595  －0.565    －0.659  －0.611  －0.541 
公約内言及項目数 0.159 *** 0.135 ** 0.164 *** 0.161 *** 0.134 ** 0.130 ** 0.158 ***
発言数 0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.002 
次回出馬       0.410  0.508  0.040  －1.083 
次回引退           －0.682  －1.665 †
定数項 －3.091  －2.952  －4.092  －3.499  －3.460  －3.100  －3.342 
α 1.939 *** 1.849 *** 1.336 *** 1.919 *** 1.814 *** 1.784 *** 1.260 ***
LRχ2 23.7 ** 25.8 ** 48.5 *** 24.4 ** 27.0 ** 27.8 ** 51.8 **
Cox-Snell R2 0.246  0.265  0.438  0.252  0.275  0.282  0.460 
Nagelkerke R2 0.247  0.266  0.441  0.254  0.277  0.283  0.463 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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た
。
モ
デ
ル
Ⅶ
に
よ
る
と
、
新
人
議
員
と
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
の
一
致
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
五
七
、
二
・
六
五
高
い
と
推
計
さ

れ
る
。
全
項
目
合
計
で
、
こ
れ
ら
の
変
数
の
効
果
が
み
ら
れ
た
の
は
、
主
に
予
算
項
目
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
賛
否
項
目
に

つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
18
）
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。
賛
否
項
目
に
つ
い
て
は
、
発
言
数
が
相
対
的
に
少
な
い
た
め
、
モ
デ
ル
Ⅰ
や

Ⅱ
な
ど
で
は
、
モ
デ
ル
自
体
が
有
意
で
な
く
、
有
益
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

特
に
予
算
項
目
に
お
い
て
こ
れ
ら
二
変
数
の
効
果
が
確
認
で
き
た
の
は
、
単
に
予
算
関
連
の
発
言
数
が
相
対
的
に
多
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
議
員
の
発
言
を
監
視
す
る
主
体
の
性
質
と
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
有
権
者
は
、
賛
否
項
目
の
よ
う
に
争
点

が
明
確
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
個
別
具
体
的
な
予
算
項
目
に
つ
い
て
は
、
発
言
履
歴
を
熱
心
に
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と
思

わ
れ
る
一
方
、
利
益
団
体
は
、
個
別
利
益
に
直
結
す
る
予
算
項
目
に
つ
い
て
の
発
言
を
注
視
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
上
院
議
員
選

挙
に
は
下
院
議
員
選
挙
よ
り
も
カ
ネ
が
か
か
り
、
政
治
資
金
を
集
め
る
上
で
は
予
算
関
連
項
目
に
お
け
る
一
貫
性
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
選
挙
資
金
と
結
び
つ
く
予
算
項
目
に
お
け
る
一
貫
性
が
相
対
的
に
高
く
な
る
と
い
う
論
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

個
別
に
検
討
し
た
場
合
、
特
に
新
人
議
員
の
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
は
、
教
育
・
労
働
費
、
防
衛
費
、
財
政
健
全
化
で

あ
り
、
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
の
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
は
、
教
育
・
労
働
費
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
公
約
と
投
票
の
一
致
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
下
院
の
全
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
19
）

を
み
る
と
、
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
低
い
傾
向
が
一
貫
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
次
回
出
馬
議
員
の
一
致
度
が
高
い
傾

向
が
確
認
で
き
る
。
次
回
出
馬
議
員
の
効
果
は
、
引
退
を
加
え
た
モ
デ
ル
Ⅵ
で
し
か
有
意
で
は
な
い
が
、
推
計
効
果
は
二
・
〇
一
で

あ
っ
た
（
モ
デ
ル
Ⅵ
）。
予
算
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
20
）
と
賛
否
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
21
）
を
比
較
す
れ
ば

わ
か
る
よ
う
に
、
次
回
出
馬
の
効
果
は
、
主
に
予
算
項
目
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
政
策
項
目
別
に
補
足
的
分
析
を
行
う
と
、
ポ
ー
ク

バ
レ
ル
関
連
項
目
が
重
要
で
あ
っ
た
公
約
・
発
言
一
致
度
と
は
異
な
り
、
社
会
関
連
の
中
で
も
特
に
教
育
・
労
働
関
連
費
に
つ
い
て

の
投
票
行
動
が
、
次
回
出
馬
意
図
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
傾
向
が
確
認
で
き
た
（
モ
デ
ル
Ⅴ
に
よ
る
推
計
効
果
は
二
〇
・
六
一
））

（（
（

。
い
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表 18　公約と発言一致度の規定要因（賛否項目：上院）

性別（女性） －0.697  －0.822  －0.807  －0.638  －0.763  －0.797  －0.734 
年齢 －0.014  －0.005  －0.009  －0.015  －0.005  －0.018  －0.017 
教育水準 －0.034  －0.127  －0.081  －0.022  －0.125  －0.125  －0.107 
当選回数 0.080  0.018  －0.050  0.067  －0.005  －0.037  －0.064 
新人 0.217  0.446  0.801  0.218  0.487  0.555  0.677 
前回得票率 0.950  1.213  4.392  0.798  1.151  2.275  4.222 
経歴：連邦議会議員     1.584 **       1.475 *
経歴：議員秘書     0.866        0.821 
経歴：長官職     －0.837        －0.705 
経歴：国家公務員     －0.691        －0.418 
経歴：地方首長     0.741        0.528 
経歴：地方公務員     －0.610        －0.635 
経歴：地方議員     －0.897        －0.953 †
経歴：政党役員     －19.15        －9.01 
経歴：労組役員     －0.824        －0.626 
経歴：宗教団体役員     1.517        1.343 
経歴：専門・技術職     0.090        0.128 
経歴：会社員     －0.348        －0.239 
共和党   －0.445  －1.030 †   －0.504  －0.625  －1.042 *
公約内言及項目数 0.121 * 0.104 * 0.120 * 0.122 * 0.103 † 0.093 † 0.115 *
発言数 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000 
次回出馬       －0.287  －0.357  15.36  14.74 
次回引退           16.13  15.25 
定数項 －1.400  －1.093  －3.570  －1.041  －0.628  －16.06  －17.43 
α 2.715 *** 2.663 *** 1.616 *** 2.695 *** 2.639 *** 2.257 *** 1.502 ***
LRχ2 6.7  7.3  26.5  7.0  7.8  15.3  30.0 
Cox-Snell R2 0.077  0.084  0.270  0.080  0.088  0.167  0.300 
Nagelkerke R2 0.081  0.088  0.284  0.085  0.093  0.175  0.316 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 



20

法学研究 86 巻 8 号（2013：8）

表 19　公約と投票一致度の規定要因（全項目：下院）

性別（女性） 0.166  0.091  0.108  0.144  0.076  0.065  0.074 
年齢 －0.005  －0.007  －0.005  －0.006  －0.007  －0.009  －0.478 
教育水準 －0.057  －0.099  －0.066  －0.059  －0.098  －0.098  －0.010 
当選回数 0.001  －0.007  －0.008  0.006  －0.002  －0.006  －0.068 
新人 －0.037  －0.069  －0.061  －0.038  －0.066  －0.090  －0.079 
前回得票率 －0.576  －0.713  －0.600  －0.531  －0.663  －0.626  －0.007 
経歴：議員秘書     －0.236        －0.241 
経歴：長官職     0.528        0.519 
経歴：国家公務員     －0.064        －0.078 
経歴：地方首長     －0.488        －0.478 
経歴：地方公務員     0.032        0.006 
経歴：地方議員     －0.256        －0.255 
経歴：政党役員     0.028        0.019 
経歴：労組役員     －0.114        －0.142 
経歴：宗教団体役員     0.069        0.016 
経歴：専門・技術職     －0.070        －0.061 
経歴：会社員     0.066        0.054 
共和党   －0.386 * －0.444 **   －0.367 * －0.387 * －0.445 **
公約内言及項目数 0.166 *** 0.166 *** 0.169 *** 0.165 *** 0.165 *** 0.163 *** 0.167 ***
次回出馬       0.481  0.403  0.698 † 0.669 †
次回引退           0.690  0.790 
定数項 2.997 * 3.592 ** 3.425 ** 2.539 * 3.169 * 2.974 * 2.853 *
α 1.923 *** 1.886 *** 1.841 *** 1.910 *** 1.876 *** 1.868 *** 1.824 ***
LRχ2 43.2 *** 49.0 *** 56.0 *** 45.2 *** 50.4 *** 51.6 *** 58.5 ***
Cox-Snell R2 0.125  0.141  0.159  0.131  0.145  0.148  0.166 
Nagelkerke R2 0.125  0.141  0.159  0.131  0.145  0.148  0.166 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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表 20　公約と投票一致度の規定要因（予算項目：下院） 

性別（女性） 0.154  0.083  0.118  0.130  0.068  0.055  0.224 
年齢 －0.009  －0.011  －0.011  －0.010  －0.011  －0.014  －0.692 
教育水準 －0.109  －0.158  －0.129  －0.106  －0.151  －0.144  －0.006 
当選回数 0.007  －0.001  －0.002  0.013  0.005  －0.001  －0.125 
新人 －0.089  －0.134  －0.183  －0.098  －0.135  －0.182  －0.085 
前回得票率 －0.785  －0.975  －0.849  －0.740  －0.913  －0.876  －0.015 
経歴：議員秘書     －0.238        －0.251 
経歴：長官職     0.725        0.715 
経歴：国家公務員     －0.077        －0.086 
経歴：地方首長     －0.685        －0.683 
経歴：地方公務員     0.017        －0.036 
経歴：地方議員     －0.349        －0.346 
経歴：政党役員     －0.030        －0.030 
経歴：労組役員     －0.130        －0.171 
経歴：宗教団体役員     －0.236        －0.356 
経歴：専門・技術職     －0.078        －0.051 
経歴：会社員     0.099        0.065 
共和党   －0.442 † －0.526 *   －0.412 † －0.442 † －0.519 *
公約内言及項目数 0.170 *** 0.171 *** 0.177 *** 0.169 *** 0.170 *** 0.168 *** 0.174 ***
次回出馬       0.613  0.500  0.962 † 0.933 
次回引退           0.997  1.171 
定数項 3.440 † 4.168 † 4.201 * 2.840  3.608 † 3.292 † 3.432 †
α 4.127  4.067 *** 3.977 *** 4.101 *** 4.050 *** 4.031 *** 3.943 ***
LRχ2 20.9 ** 24.5 ** 30.0 † 22.4 ** 25.5 ** 26.6 ** 32.1 †
Cox-Snell R2 0.063  0.073  0.089  0.067  0.076  0.079  0.094 
Nagelkerke R2 0.063  0.073  0.089  0.067  0.076  0.079  0.095 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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表 21　公約と投票一致度の規定要因（賛否項目：下院）

性別（女性） 0.139  0.102  0.132  0.144  0.107  0.110  －0.149 
年齢 0.005  0.005  0.002  0.005  0.005  0.006  0.466 
教育水準 0.212  0.198  0.271  0.215  0.201  0.204  －0.022 
当選回数 －0.022  －0.024  －0.022  －0.023  －0.025  －0.024  0.274 
新人 0.167  0.164  0.151  0.164  0.162  0.166  －0.144 
前回得票率 0.484  0.465  0.507  0.474  0.455  0.435  0.003 
経歴：議員秘書     －0.215        －0.213 
経歴：長官職     －0.779        －0.771 
経歴：国家公務員     0.061        0.071 
経歴：地方首長     0.037        0.028 
経歴：地方公務員     0.062        0.063 
経歴：地方議員     0.184        0.189 
経歴：政党役員     0.099        0.104 
経歴：労組役員     －0.004        0.007 
経歴：宗教団体役員     0.599        0.599 
経歴：専門・技術職     －0.063        －0.058 
経歴：会社員     0.133        0.125 
共和党   －0.116  －0.176    －0.116  －0.110  －0.170 
公約内言及項目数 0.154 *** 0.152 *** 0.160 *** 0.154 *** 0.153 *** 0.153 *** 0.160 ***
次回出馬       －0.068  －0.071  －0.156  －0.175 
次回引退           －0.257  －0.204 
定数項 －1.853  －1.692  －2.217  －1.795  －1.632  －1.584  －2.059 
α 1.836 *** 1.830 *** 1.784 *** 1.836 *** 1.830 *** 1.829 *** 1.783 ***
LRχ2 46.6 *** 47.0 *** 52.1 *** 46.6 *** 47.1 *** 47.2 *** 52.3 ***
Cox-Snell R2 0.134  0.135  0.149  0.134  0.136  0.136  0.149 
Nagelkerke R2 0.135  0.136  0.150  0.135  0.137  0.137  0.150 
N 323  323  323  323  323  323  323 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 



23

ガバナンスに関する日米比較（二・完）

ず
れ
に
せ
よ
、
次
回
再
出
馬
を
狙
う
議
員
の
一
致
度
が
高
い
と
い
う
点
で
は
、
議
会
に
お
け
る
発
言
と
投
票
は
共
通
し
て
い
る
。
ま

た
、
上
位
ポ
ス
ト
へ
の
出
馬
よ
り
も
、
同
一
選
挙
区
に
お
け
る
下
院
選
へ
の
再
出
馬
の
方
が
、
一
致
度
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い

う
点
で
も
公
約
・
発
言
一
致
度
と
共
通
し
て
い
る
。

　

公
約
・
投
票
一
致
度
に
関
す
る
政
党
の
効
果
が
、
主
に
予
算
項
目
に
し
か
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
両
項
目
に
わ
た
っ
て
政

党
の
効
果
が
確
認
で
き
た
公
約
・
発
言
一
致
度
と
は
異
な
る
。
共
和
党
議
員
の
推
計
一
致
度
は
有
意
に
低
い
も
の
の
、
モ
デ
ル
Ⅱ
に

よ
る
推
計
効
果
は
〇
・
六
六
と
小
さ
い）（（
（

。
参
考
ま
で
に
、（
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）
公
約
・
発
言
・
投
票
そ
れ
ぞ
れ

の
方
向
（
増
減
ま
た
は
賛
否
）
に
つ
い
て
、
政
党
の
影
響
を
み
て
お
き
た
い
（
表
22
））

（（
（

。
表
か
ら
、
公
約
や
発
言
に
お
い
て
は
、
各
議

員
の
自
由
度
が
高
い
一
方
で
、
投
票
に
際
し
て
は
党
の
方
針
が
議
員
行
動
を
拘
束
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
下
院
に
お
い
て
共
和

党
ダ
ミ
ー
の
有
意
な
係
数
の
符
号
が
、
公
約
・
発
言
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
社
会
福
祉
（
－
）、
保
健
衛
生
（
－
）、
減

税
（
＋
）、
優
遇
措
置
（
－
）、
健
康
保
険
導
入
（
－
）、
イ
ラ
ク
即
時
撤
退
（
－
）、
移
民
受
け
入
れ
（
－
）、
妊
娠
中
絶
（
－
）
と
い

う
、
二
六
項
目
中
八
項
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
約
・
発
言
・
投
票
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
社
会
福
祉
（
－
）、
減
税

（
＋
）、
優
遇
措
置
（
－
）、
イ
ラ
ク
即
時
撤
退
（
－
）
と
い
う
、
二
六
項
目
中
四
項
目
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
政
党
の
立
場
が
比
較
的
明
確
な
政
策
項
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
構
図
が
明
確
な
政
策
項
目
に
つ
い

て
は
、
各
議
員
が
公
約
や
発
言
の
内
容
に
つ
い
て
政
党
の
立
場
に
沿
っ
た
立
場
を
採
る
傾
向
が
強
く
、
逆
に
対
立
構
図
が
相
対
的
に

不
明
確
な
政
策
項
目
に
お
い
て
は
、
各
議
員
は
よ
り
自
律
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
別
に
検
討
し
た
際
に
、
再

出
馬
へ
の
配
慮
の
変
数
に
有
意
な
影
響
が
み
ら
れ
た
の
は
、
政
党
の
対
立
構
図
が
相
対
的
に
不
明
確
な
項
目
で
は
、
所
属
政
党
の
制

約
と
議
員
個
人
の
自
律
性
が
は
た
ら
く
政
策
領
域
が
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

次
に
、
上
院
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
上
院
は
、
サ
ン
プ
ル
が
八
四
と
少
な
い
た
め
、
モ
デ
ル
自
体
が
有
意
で
は
な
い
も
の
も
あ
り
、

結
果
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
結
果
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
全
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
23
）
を
み
る
と
、
公
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表 22　公約方向・発言方向・投票方向への政党の影響（共和党ダミーの係数符号）

予算項目 社会福祉 － －－－ －－－  －－ +++
 保健衛生 －－－ －－ +++  －－－ －－－
 生活保護   －－－  （－） －－－
 教育・労働 －－－  +++ （－）  －－－
 防衛 （+）  －－－   
 外交・貿易  － －－－  （－） +++
 農林水産   －－－  － －－－
 商工鉱業  + +++   +++
 運輸・通信   －－－ （－）  －－－
 地方自治   －－－   －－－
 住宅・中小企業   －－－   －－－
 国土環境   －－－   －－－
 一般行政   +++   －－－
 司法・警察   －－－   －－－
 国債   n.a. n.a.  n.a.
賛否項目 減税 +++ +++ +++   +++
 財政健全化  －－ +++  － －－－
 優遇措置 －－－ －－－ －－－ （－） －－ －－－
 健康保険導入 －－－ － +++  － +++
 代替エネルギー推進 －  n.a.  － －－－
 イラク即時撤退 －－－ －－ －－－  －－－ －－－
 移民受け入れ －－ －－－ n.a.   －－－
 プライバシー保護  －－－ －－－  － 
 銃規制 －－－  n.a. －  n.a.
 妊娠中絶 －－－ －－－ n.a. －－  n.a.
 選挙改革 － + +++  － －－－

注：n.a. は該当なし。+++/－－－: p<.001 ++/－－: p<.01 +/－: p<.05 （+）/（－）: p<.10

   下院   上院  

  公約 発言 投票 公約 発言 投票
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表 23　公約と投票一致度の規定要因（全項目：上院）

性別（女性） －0.172  －0.181  －0.161  －0.213  －0.220  －0.213  －0.100 
年齢 0.001  0.001  －0.014  0.000  0.000  0.002  －0.011 
教育水準 －0.314  －0.317  －0.508  －0.328  －0.330  －0.308  －0.482 
当選回数 0.124  0.117  0.216  0.124  0.118  0.121  0.221 
新人 0.997 * 1.009 * 1.971 *** 1.004 * 1.013 * 1.003 * 2.002 ***
前回得票率 0.363  0.419  1.244  0.534  0.576  0.391  1.086 
経歴：連邦議会議員     1.561 ***       1.658 ***
経歴：議員秘書     －1.117 *       －1.197 *
経歴：長官職     1.224        1.186 
経歴：国家公務員     －0.143        －0.223 
経歴：地方首長     0.295        0.466 
経歴：地方公務員     －0.314        －0.268 
経歴：地方議員     0.057        0.079 
経歴：政党役員     －0.244        －0.662 
経歴：労組役員     －0.213        －0.278 
経歴：宗教団体役員     －1.882 *       －1.685 *
経歴：専門・技術職     0.367        0.418 
経歴：会社員     0.009        －0.141 
共和党   －0.046  －0.196    －0.040  －0.021  －0.141 
公約内言及項目数 0.101 ** 0.099 ** 0.135 *** 0.099 ** 0.097 ** 0.098 ** 0.136 ***
次回出馬       0.216  0.215  0.028  －0.552 
次回引退           －0.255  －0.996 
定数項 3.978  3.995  3.776  3.837  3.851  3.892  4.057 
α 1.614 *** 1.613 *** 1.130 *** 1.607 *** 1.606 *** 1.604 *** 1.103 ***
LRχ2 13.4 † 13.4 † 42.3 ** 13.7 † 13.7  13.9  44.2 **
Cox-Snell R2 0.147  0.147  0.396  0.151  0.151  0.152  0.409 
Nagelkerke R2 0.147  0.147  0.396  0.151  0.151  0.152  0.409 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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約
・
発
言
一
致
度
と
同
様
、
新
人
議
員
と
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
の
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
確
認
で
き
る
（
モ
デ
ル
Ⅲ
に
よ
る
と
、

新
人
議
員
は
七
・
四
〇
、
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
は
五
・
二
五
と
一
致
度
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
）。
次
回
出
馬
に
つ
い
て
の
考
慮
が
一

致
度
と
関
連
し
な
い
と
い
う
点
で
も
、
公
約
・
発
言
一
致
度
と
共
通
し
て
い
る
。
予
算
項
目
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
表
24
）
を
み

る
と
、
新
人
議
員
と
連
邦
議
会
議
員
経
験
者
に
、
同
様
の
傾
向
が
確
認
で
き
る
（
モ
デ
ル
Ⅲ
に
基
づ
く
推
計
効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
、
九
・

三
四
と
五
・
八
五
）。

　

公
約
・
発
言
に
お
い
て
主
に
賛
否
項
目
に
み
ら
れ
た
政
党
の
効
果
は
、
公
約
・
投
票
に
関
し
て
は
予
算
項
目
・
賛
否
項
目
（
表

25
）
と
も
に
み
ら
れ
な
い
。
下
院
と
同
様
、
政
党
の
影
響
は
公
約
・
投
票
一
致
度
よ
り
も
公
約
・
発
言
一
致
度
に
お
い
て
顕
著
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
上
院
に
お
け
る
政
党
の
影
響
は
下
院
よ
り
も
弱
く
、
特
に
公
約
と
発
言
に
つ
い
て
は
、
政
党
か
ら
自
律
的
な
立
場

を
採
る
傾
向
が
あ
る
。
表
22
に
あ
る
よ
う
に
、
上
院
に
お
い
て
は
、
共
和
党
ダ
ミ
ー
の
有
意
な
係
数
の
符
号
が
公
約
・
発
言
（
・
投

票
）
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
項
目
は
、
下
院
よ
り
も
少
な
く
、
優
遇
措
置
の
み
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
単
に
上
院
議
員
の
人

数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
逐
次
改
選
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
上
院
議
員
が
政
党
に
対
し

て
よ
り
自
律
的
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
言
及
項
目
数
や
議
員
の
属
性
等
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
で
は
、
連

邦
議
会
議
員
経
験
（
モ
デ
ル
Ⅲ
に
基
づ
く
推
計
効
果
は
三
・
六
七
）
な
ど
の
経
歴
が
有
意
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
議
員
経
歴
の
係
数
は

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
も
の
の
、
同
推
計
効
果
は
〇
・
三
九
と
低
い
。

　

３
・
４　

米
国
に
お
け
る
公
約
と
国
会
活
動
の
一
致

　

本
稿
で
は
、
米
国
に
お
け
る
公
約
と
議
会
行
動
の
関
係
性
を
分
析
し
て
き
た
。
複
数
時
点
の
デ
ー
タ
が
あ
る
日
本
の
分
析
と
異
な

り
、
第
一
〇
九
議
会
の
み
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
一
般
化
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
興
味
深
い
結
果
が
得

ら
れ
た
。
ま
ず
、
日
本
と
同
様
に
、
少
数
党
の
一
貫
性
の
方
が
高
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
公
約
・
発
言
に
つ
い
て
は
両
院
に
お
い
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表 24　公約と投票一致度の規定要因（予算項目：上院）

性別（女性） －0.169  －0.174  －0.528  －0.220  －0.225  －0.214  －0.324 
年齢 0.009  0.009  －0.009  0.008  0.008  0.010  －0.002 
教育水準 －0.211  －0.214  －0.477  －0.243  －0.246  －0.210  －0.370 
当選回数 0.106  0.099  0.262  0.105  0.098  0.103  0.272 †
新人 1.031 † 1.042 † 2.201 *** 1.055 † 1.065 † 1.050 † 2.234 ***
前回得票率 0.181  0.240  1.810  0.415  0.467  0.233  1.120 
経歴：連邦議会議員     1.658 ***       1.766 ***
経歴：議員秘書     －1.740 **       －1.903 **
経歴：長官職     1.811 †       1.624 
経歴：国家公務員     －0.430        －0.526 
経歴：地方首長     0.212        0.432 
経歴：地方公務員     －0.322        －0.316 
経歴：地方議員     0.188        0.226 
経歴：政党役員     －1.035        －1.851 
経歴：労組役員     －0.476        －0.479 
経歴：宗教団体役員     －2.409 *       －2.120 *
経歴：専門・技術職     0.477        0.565 
経歴：会社員     0.115        －0.177 
共和党   －0.050  －0.098    －0.050  －0.022  0.011 
公約内言及項目数 0.101 * 0.099 * 0.156 *** 0.097 * 0.094 * 0.096 * 0.159 ***
次回出馬       0.282  0.282  0.055  －1.051 
次回引退           －0.305  －1.573 
定数項 2.803  2.833  1.958  2.699  2.729  2.737  2.294 
α 2.302 *** 2.302 *** 1.593 *** 2.290 *** 2.289 *** 2.286 *** 1.536 ***
LRχ2 9.8  9.9  38.9 ** 10.3  10.3  10.4  41.5 **
Cox-Snell R2 0.111  0.111  0.370  0.115  0.115  0.116  0.390 
Nagelkerke R2 0.111  0.111  0.370  0.115  0.115  0.116  0.390 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05; †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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表 25　公約と投票一致度の規定要因（賛否項目：上院）

性別（女性） －0.461  －0.341  0.334  －0.414  －0.317  －0.316  0.336 
年齢 －0.046 * －0.052 * －0.024  －0.045 * －0.051 * －0.052 * －0.022 
教育水準 －0.893 ** －0.854 * －0.653  －0.909 ** －0.869 * －0.868 * －0.607 
当選回数 0.099  0.143  0.021  0.095  0.136  0.139  0.007 
新人 0.624  0.541  0.996  0.663  0.575  0.576  1.025 
前回得票率 2.806  2.693  0.088  2.781  2.673  2.723  －0.058 
経歴：連邦議会議員     1.215 **       1.133 *
経歴：議員秘書     －0.315        －0.304 
経歴：長官職     －0.940        －1.082 
経歴：国家公務員     0.099        0.113 
経歴：地方首長     0.617        0.578 
経歴：地方公務員     －0.426        －0.387 
経歴：地方議員     －0.934 *       －0.970 *
経歴：政党役員     1.32        2.24 
経歴：労組役員     0.340        0.494 
経歴：宗教団体役員     －0.497        －0.745 
経歴：専門・技術職     －0.110        －0.058 
経歴：会社員     －0.424        －0.310 
共和党   0.275  －0.362    0.249  0.254  －0.423 
公約内言及項目数 0.135 *** 0.145 *** 0.164 *** 0.134 ** 0.143 ** 0.143 ** 0.166 ***
次回出馬       －0.181  －0.138  －0.064  1.125 
次回引退           0.099  1.166 
定数項 6.669 * 6.631 * 5.553 * 6.909 * 6.816 * 6.769 * 4.133 
α 1.788 *** 1.781 *** 1.386 *** 1.783 *** 1.777 *** 1.777 *** 1.369 ***
LRχ2 17.3 * 17.7 * 34.5 * 17.5 * 17.8 * 17.8 † 35.6 *
Cox-Snell R2 0.186  0.190  0.337  0.188  0.191  0.191  0.345 
Nagelkerke R2 0.186  0.191  0.338  0.188  0.192  0.192  0.346 
N 84  84  84  84  84  84  84 

***: =p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 †: p<0.1

 I   II  III  IV  V  VI  VII 
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て
、
公
約
・
投
票
に
つ
い
て
は
下
院
に
お
い
て
、
統
一
政
府
下
の
多
数
派
で
あ
る
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
、
民
主
党
議
員
よ
り
も

低
い
傾
向
が
確
認
で
き
た
。
と
は
い
え
、
一
致
度
に
対
す
る
推
計
効
果
は
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
減
税
の
よ
う
に
、
多
数

党
で
あ
る
共
和
党
議
員
の
一
貫
性
の
方
が
顕
著
に
高
い
政
策
項
目
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
分
析
結
果
は
、
多
数
党
の

方
が
現
実
路
線
に
転
じ
る
た
め
一
貫
性
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
論
理
が
、
一
概
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
減
税
の
よ
う
な
主
要
政
策
に
つ
い
て
は
、
共
和
党
下
院
議
員
の
規
律
に
裏
付
け
ら
れ
た
一
体
性
を
反
映
し
て
、
公
約
段
階
か
ら

発
言
・
投
票
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
党
の
立
場
が
遵
守
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
場
当
た
り
的
な
対
抗
措
置
と
し
て
そ
う

し
た
公
約
を
掲
げ
た
民
主
党
議
員
の
方
が
、
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
多
数
党
が
民
主
党
で
あ
る
場

合
や
、
分
割
政
府
に
お
け
る
一
致
度
の
比
較
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
下
院
議
員
の
次
回
出
馬
意
向
が
、
政
党
の
立
場
が
明
確
な
賛
否
項
目
に
で
は
な
く
、
主
に
個
別
具
体
的
な
利
益
集
団
と
密

接
に
関
わ
る
予
算
項
目
の
み
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
政
策
項
目
ご
と
の
違
い
に
目
を
向
け
る
意
義
を
示
し
て
い
る
。
下
院
議
員
は
、

投
票
に
お
け
る
賛
否
項
目
の
イ
シ
ュ
ー
の
性
質
や
政
党
の
政
策
位
置
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
自
由
度
が
高
く
選
挙
資
金
と
密
接
に
関
連

し
た
予
算
項
目
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
に
応
じ
た
公
約
内
容
提
示
と
議
会
行
動
を
行
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
政
党
制
約
と

議
員
個
人
の
自
律
性
が
、
政
策
項
目
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

下
院
議
員
の
場
合
と
異
な
り
、
上
院
議
員
に
お
い
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
の
経
歴

で
あ
っ
た
。
一
致
度
が
高
か
っ
た
の
は
、
新
人
議
員
や
任
命
閣
僚
で
は
な
く
選
挙
で
の
洗
礼
を
受
け
た
連
邦
議
員
経
験
者
で
あ
っ
た
。

逆
に
い
え
ば
、
上
院
に
転
身
し
た
任
命
閣
僚
経
験
者
な
ど
は
、
矛
盾
し
た
議
会
行
動
を
採
る
傾
向
に
あ
る
。
任
期
が
六
年
と
長
い
上

院
議
員
に
と
っ
て
は
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
上
院
議
員
に
な
っ
た
か
の
方
が
、
公
約
と
議
会
行
動
の
一

貫
性
を
規
定
し
て
お
り
、
特
に
、
選
挙
競
争
を
経
た
議
員
は
、
公
約
遵
守
に
対
す
る
意
識
が
強
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
度

の
違
い
が
キ
ャ
リ
ア
や
信
念
に
与
え
る
影
響
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
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本
稿
で
は
、
一
致
度
が
、
議
員
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
配
慮
や
過
去
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
得
た
経
験
や
信
念
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
致
度
は
こ
う
し
た
議
員
側
の
考
慮
を
反
映
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
有
権
者
側
の
投
票

行
動
に
お
け
る
評
価
基
準
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
18
）　

日
本
と
異
な
り
、
米
国
で
は
公
約
・
投
票
一
致
度
に
つ
い
て
も
０
が
多
か
っ
た
た
め
、
ゼ
ロ
強
調
負
二
項
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
も

補
足
的
検
討
を
行
っ
た
（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
変
数
と
し
て
は
、
単
独
で
有
意
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
公
約
内
項
目
言
及
数
を
用
い
、

公
約
・
発
言
一
致
度
の
検
討
の
際
に
は
発
言
回
数
も
加
え
た
）。
通
常
の
負
二
項
回
帰
の
結
果
と
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
み
ら
れ
た
場
合

に
は
、
適
宜
指
摘
す
る
。
ま
た
、
外
れ
値
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
、
特
に
一
致
度
が
高
か
っ
た
議
員
を
除
外
し
た
分
析
を
行
っ
た
が
、
同

様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
た
め
、
除
外
せ
ず
に
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、
州
内
の
相
関
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
以
下
の
結
論
は
支
持
さ
れ
る
。

（
19
）　

確
か
に
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
は
議
会
行
動
よ
り
も
将
来
時
点
の
行
動
で
あ
る
も
の
の
、
議
会
行
動
が
再
出
馬
の
判
断
を
規
定
し
て
い

る
と
考
え
る
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
前
提
と
し
て
議
会
行
動
を
決
定
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
議
会

行
動
が
、
再
出
馬
の
判
断
を
左
右
し
て
い
る
と
い
う
内
生
性
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

（
20
）　

分
析
対
象
期
間
に
お
い
て
、
同
一
ポ
ス
ト
に
再
出
馬
し
な
か
っ
た
議
員
の
中
で
、
上
院
選
出
馬
意
向
を
示
し
た
下
院
議
員
は
七
名
、

知
事
選
出
馬
意
向
を
示
し
た
下
院
議
員
は
八
名
、
知
事
選
出
馬
意
向
を
示
し
た
上
院
議
員
は
二
名
、
大
統
領
選
出
馬
意
向
を
示
し
た
上
院

議
員
は
三
名
い
た
（
意
向
を
撤
回
し
た
議
員
も
含
む
）。

（
21
）　

教
育
水
準
は
日
本
と
同
様
に
四
段
階
尺
度
で
あ
る
。
経
歴
ダ
ミ
ー
は
、
連
邦
議
会
議
員
、
議
員
秘
書
、
長
官
職
等
、
各
職
歴
に
つ
い

て
全
一
〇
項
目
以
上
あ
る
（
下
院
分
析
の
際
に
は
、
連
邦
議
会
議
員
経
験
は
下
院
議
員
経
験
と
一
致
し
て
い
る
た
め
除
外
し
て
い
る
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
経
歴
ダ
ミ
ー
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
該
当
者
に
よ
っ
て
係
数
が
過
度
に
大
き
な
値
を
と
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
サ
ン

プ
ル
数
に
対
す
る
説
明
変
数
の
増
加
と
い
う
点
や
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
や
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
増
加
さ
せ
る
点
か
ら
み
て
も
、
モ
デ
ル
に
加
え
る
こ
と
に
は
慎

重
に
な
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
経
歴
ダ
ミ
ー
を
加
え
た
モ
デ
ル
も
検
討
す
る
。

（
22
）　

発
言
数
自
体
が
内
生
的
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
他
、
議
長
職
、
地
域
特
性
等
も
検
討
し
た
が
、
有
意
に
な
っ
た
の
は
、
公

約
・
発
言
一
致
度
の
賛
否
項
目
合
計
に
つ
い
て
、
農
村
地
域
の
一
致
度
の
方
が
高
い
と
い
う
点
の
み
で
あ
っ
た
。
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（
23
）　

同
一
選
挙
区
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
い
く
つ
か
の
選
挙
区
の
よ
う
に
、
選
挙
区
割
り
に
よ
っ
て
選
挙
区
を
移
動
し

た
議
員
も
含
め
て
再
出
馬
の
ダ
ミ
ー
変
数
を
作
成
し
検
討
し
た
場
合
、
後
述
の
分
析
の
係
数
が
下
が
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
な
る
同
一
州

内
の
下
院
区
か
ら
の
再
出
馬
と
い
う
要
素
だ
け
で
な
く
、
地
理
的
一
貫
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
24
）　

従
属
変
数
に
０
が
多
い
た
め
、
ゼ
ロ
強
調
負
二
項
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り
検
討
し
た
。
従
属
変
数
の
分
散
が
不
足
し
て
モ
デ
ル
が
収
束

し
な
い
場
合
、
関
連
の
あ
る
項
目
を
合
計
し
て
検
討
し
た
。
モ
デ
ル
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
個
別
の
検
討
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

（
25
）　

連
邦
議
会
議
員
で
は
な
い
時
期
に
任
命
閣
僚
を
経
験
し
た
場
合
、
新
人
と
は
み
な
さ
な
い
。

（
26
）　

ゼ
ロ
強
調
負
二
項
回
帰
モ
デ
ル
で
収
束
し
な
か
っ
た
た
め
、
通
常
の
負
二
項
回
帰
分
析
で
検
討
し
た
。

（
27
）　

ゼ
ロ
強
調
負
二
項
回
帰
モ
デ
ル
で
は
予
算
項
目
・
賛
否
項
目
と
も
に
み
ら
れ
、
共
和
党
議
員
の
一
致
度
が
低
い
傾
向
を
示
し
て
い
る

（
推
計
効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
七
八
と
〇
・
六
九
）。

（
28
）　

統
一
性
の
た
め
、
言
及
数
や
発
言
数
を
除
く
モ
デ
ル
Ⅴ
で
検
討
し
た
。
従
属
変
数
は
、
公
約
方
向
（
増
額
・
賛
成
を
+1
、
減
額
・
反

対
を
-1
、
そ
の
他
を
０
と
し
た
三
段
階
尺
度
）、
発
言
方
向
（
増
額
・
賛
成
の
発
言
数
を
プ
ラ
ス
、
減
額
・
反
対
の
発
言
数
を
マ
イ
ナ
ス
、

そ
の
他
を
０
と
し
て
発
言
数
を
合
計
し
た
も
の
）、
投
票
方
向
（
増
額
・
賛
成
の
法
案
投
票
数
を
プ
ラ
ス
、
減
額
・
反
対
の
法
案
投
票
数

を
マ
イ
ナ
ス
、
そ
の
他
を
０
と
し
て
法
案
投
票
数
を
合
計
し
た
も
の
）
を
用
い
た
。
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